
教育講演 11 「腹部超音波検査に取り組むこころがけ」 
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超音波検査の有用性は、消化器がん検診を始めとする様々な場で幅広く認識されてい

る。腹部超音波検診マニュアルも改訂されて、さらなる活用展開がみられている。本マ

ニュアルについては教育講演 9（岡庭信司先生）、教育講演 10（小川眞広先生）から

ご説明があるので、ここでは割愛をさせていただき、私は教育講演 11のテーマとなる

腹部超音波検査に取り組むこころがけについて述べてみたい。 

超音波検査を円滑に機能よく運用するには、本検査を主観性から客観性に移行しなけ

ればならない。その手法には技術論で進める精度保証への取り組みが効果的と考える。 

さらに、本検査はベルトコンベアに流れる品質管理検査とは異なり、さまざまな患者背

景と検査者の志を持った仕事意識によって進められている。このような一面に目を向け

た超音波検査に取り組むこころがけは、技術論として仕事ができる検者の要素、教える

技術は形式知と暗黙知から、客観性を組み込んだ検査項目、形式知で肝腫瘍を見逃さな

い具体的な項目など、精神論としては超音波検査に求められるセンス、接遇のこころが

けなどがあげられる。当日は超音波症例も加えながら幅広く述べてみたい。 

 


